
職場環境の整備と人材育成に
重点を置いた教育研修の取り組みや
事業協力を推進しました。

被災した産地・メーカーの復興を
応援しました。

カーの復興を

被災地への
を続けます。「食の未来づくり運動」

民主と協同を大切にし、し
社会に責任のある行動で

を推進!!

食と農を学ぶ場として、
職員有志が野菜の栽培
体験をしています。
ＪＡやさと（茨城県）の
「東都ふぁ～む」では職
員が週末に農作業。

週末に職員は
産地へ自主研修

7～9月の電気使用実績では前年に比べて
13％の削減となりました。節電対策の研
修・学習会に積極的に参加しました。

事務所での
節電の取り組みをはじめ、
環境負荷の低減をすすめました。

協同組合の社会的認知度を高めるためのPR活
動を行った1年でした。東都生協と取り引きのあ
る1酪農協、3農協、3漁協にスポットをあてて特
別チラシも発行しました。

2012年は国連が定めた
国際協同組合年でした。

ユニバーサルサービ
ス実践研修では、高
齢化社会におけるユ
ニバーサルな視点に
ついて、高齢者疑似
体験などを通じて
相手の立場に立った
対応を学びました。

職員対象の
研修を
定期的に開催

震災後お届けすることができなかっ
た「東都わかめ」が復活しました。

岩手県産のわかめが戻ってきました！

被災地からのありがとうの声が届
きました。

被災産地・メーカー
応援企画に参加した
組合員の声より。

被災取引先にギフトを贈る
取り組みを続けました。

産地・メーカーの協力を得て、被災地での炊き出
し支援を続けました。また、「東京災害ボランティ
アネットワーク」を通じた支援活動も続けました。

寄贈した大漁旗は、地元（魚
つきの森植樹協議会）の運
動会で披露されました。

炊き出しなど復興支援活動

食の未来づくりフェスタで
は、復興物産品を販売する
コーナーを設置し、組合員、
職員、メーカーが一緒になり
販売を行いました。

「安心して住める『福島』
を取り戻すための署名」
には24,461筆が集まり、福
島県生協連に届けました。

がんばろう！
東北復興支援
被災地域物産展

東日本大震災 支 援 募 金
募 金 の 活 用

2012年度 募金お預かり額
（12月20日現在） 4,972,802円

2011年度からの
総額は83,032,000円

お預かりした募金は、炊き出
しなどの東都生協独自支援
活動（東都生協の役職員などが、
「魚つきの森植樹協議会」産地で
ある宮城県漁協表浜支所の近隣
地区を訪れ、継続して炊き出し・
交流や支援物資の提供を行って
います。）の資金とする他に、
次の企画に配分しました。

避難所支援、仮設住宅で暮らす方々の支援に取り組んでいます。東
都生協もその参加団体として、組合員・職員を派遣してきました。

支援

リユースびん返却キャンペーン
も実施しました。
「書き損じはがき」回収の取り組
みでは、リサイクル洗びんセン
ターで170万円以上が換金さ
れ、大きな支援となりました。

商品案内表紙でリユース
びんの取り組みをＰＲ！

このマークがついている商品
を組合員が購入すると、1点に
つき１円が募金になります。

12月20日現在1,807,068円
の募金になりました。

商品を購入しての支援

「東京災害ボランティア
ネットワーク」へ 50万円

被災児童生徒への心理ケアの1つとして、楽しい･心に残る体験
（遊園地や工場見学･農業体験）を企画するための義援金です。

「思い出作り＝心の支援活動」
（みやぎ生協） 30万円

日本生協連が呼び掛けて、被災者のくらし復興に向けた取り組み
（福島の子ども保養プロジェクト、学校図書館げんきプロジェクト、安心
して住める「福島」を取り戻すための募金活動など）を支援しています。

「つながろうコープアクション
くらし応援募金」 30万円

被災地域での買い物を支援するために移動販売車を購入・
運行するための募金です。

「被災地移動販売車募金」
（いわて生協） 100万円

11・12ページでご案内の「わたしの声」カードにご協力ください！このページのご意見・ご感想をお寄せください。
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